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197. トレーナピリティ…の鱒人遂とミトコンドり
アDf¥除増加盤との際議~ミトコンドリアDNA
多裂の観点から....， -SATプロジェクト8-
。村上。誇番I，椴潟りかへ下線仁こと i，
鯵坂駿-¥I縄問守彦1i久野絡む1
1筑波大学，刊誌オ)関際科学振興財は
〈織替〉遂動能力やそのトレ…ナどりティ…には
広範な綴人愛が絡められ，この綴人援には遺伝的築
協が関与していることが明らかとなっている.しか
しながら，これら鎖人差にどのような遺伝子が関与
しているかについては未だ明らかとなっていない.
そこで本語携では，持久的トレ…ニングによるトレ
…ナピリティーの綴人鐙をもたらす遺伝子を探るべ
く，ミトコンドリアDNA(mtDNA)務践した.mtDNA
はミトコンドリアの酸化的リン綬イとを行う野手家のサ
ブユニットをコードしており，その転移や複製の開
始点となるコントロール領域がある.このコントロ
ール綴域には多くの多援が存在することが知られて
いる.そこで我々は，この領域における多裂が，
mtDNAの複製の援を介し骨格筋におけるミトコン
ドリア酸化能力に鐙を生じさせ，それが持久的能力
のトレ…ナピリティーに{滋人殺をもたらすのではな
いかと仮説を立てた.
(滋約〉本研究ではまず，持久的トレーニングに
よるトレーナピリティーの総入授と，符格務におけ
るmtDNAの護製の羨として mtDNA畿の熔加との
関連を検討した.
(方法)定期的な運動留僚を持たない縫療な成人
男姓 14名が， 8 i獲間の持久的トレーニングに参加
した.持久的能力の指嬢として， トレーニング前後
において '¥102m似を総定した.また， トレーニン
グ前後において筋生検を行った.得られた筋サンプ
ルより，サザンハイブリダイゼーションにより
mtDNAを定議した.
(結果〉 トレーニング前の V02maxは平均 38.8土
5.1mVmi励金gであった. このトレーニング自立の
V02maxには 30.9--48.5mVmin/kgと!橋広い{混入廷
が認められた.また，持久的トレーニングにより平
均 13.7土6.3%の有怠な増加をええした. このま努力持率
には 0.1% '" 19.5%と広範な{濁人差が存在した. こ
のV02m献の場加における{滋人援と mtDNAの増加
率との関係を検討したところ，手子滋な約!鶏関係は認
められなかった.
〈考霊祭)今回の結果から，持久的トレーニングに
よるトレーナピリティーの~護人援には. mtDNAの
竣裂が関与していることを絞切できなかった.つま
りmtDNAのコントロール綴域における多裂が，持
久的トレーニングによるトレーナピリティーをもた
らしているという結来を得ることができなかった.
しかしながら，ミトコンドリアの殻イヒ能力の増大は，
mtDNAの転写と複援の術者が高まることにより生
じるものである.したがって今後， mtDNAの転移
活性等も検討していく必饗があるであろう
トレーナピリティ… {間人笈 mtDNAの多型
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(13約}ミトコンドリア DNA(mtDNA)には，
JO齢や疾矯に関与する変興が多数存在する‘そのうち
4977bpの欠失(mtDNA 497)は commondeletion 
と呼ばれ，ガo齢とともに謎積することが知られている.
しかしながら，運動がこの欠失の慈識にどω議な影犠
を及iますかは腕らかでない.我々はとれまでに， 2ヶ
月の持久的トレ…ニングを行った若齢者の骨格筋にお
いてmtDNA497の検出離が増加することを報告した.
一方，一過性の運動が mtDNA4911に与える髭響は未
だ明らかではない.そこで本研究では， mtDNA49i7 
が一過性の運動によっても引き起こされるかを明らか
にし，さらに，長期間にわたって繰り返される運動が
mtDNA49nに及ぼす影響と比較することを践的とし
た.
{方法}対象は，日常的な運動習慣を持っていな
い縫療な努子大学生 6名とした(年齢 19'"V24銭.
身投 172.1:1 5.38 cm，体窓 61.2:主7.3kg).運動に
は箆転車ヱルゴメーターを用いた.はじめに急性運動
として 30ワット/分の漸埼負荷で疲労磁緩まで実擁
し，その 2--3日後から慢性的な逮動として 8遊間の
持久的トレーニングを行った.持久的トレーニングは，
75%VO;?maxの負荷の自転車運動を 1磁 1時間、遜
3.5留の頻度で行った.全ての運動の前.A急性運動の
1 8後，懲役運動後iこ筋生検をITい，外樹立;筋から筋
吃採取した.各筋サンプんより総 DNAを抽出し，PCR
法によって欠失変良を持つ mtDNAを増犠した後，
電気泳動によって検出した.
{結泉および考察}運動訴には mtDNA497は検出
されなかったが，急性運動後には 5人，髄性運動後
には 6人の筋から mtDNA4971が検出された.しかし，
それぞれの運動によって生じた mtDNA4917の畿の変
化は，本研究では明らかにならなかった.今回の被験
者らが，とれまでに検出可能な畿の欠失をともなうよ
うな運動を l度も行っていないとは考えられずー
mtDNAの欠失が減少する可能性が示唆された.
mtDNA欠失急性運動持久的トレーニング
